
Ⅲ 研究指導計画書の作成について 

 
研究課題や研究指導の方法及び内容並びに修了までの研究指導計画を明示するため、

学生の入学年度当初において「研究指導計画書」(以下「計画書」という)を作成する。 

 

 

作成の手続きは、以下の手順で行う。 

①「計画書」の様式は、右のとおりとする。 

② 指導教員は、学生と十分な打ち合わせを行い 

「計画書」を作成する。 

③「計画書」は、入学年度の履修登録確定時まで 

に指導する学生ごとに作成する。 

④「計画書」は、研究指導が修了するまで、指導 

教員が研究指導の記録として保管する。 

⑤「計画書」の写しを４月末までに教務課に提出する。 

⑥ 研究の進捗状況等により計画の見直しを行った場合は、 

新たな「計画書」を再提出する。 

 

 

  研究の進捗状況を把握するために修士論文作成中間報告会（2年次 ５月下旬～6

月上旬の予定）を行い、研究内容、研究方法等の妥当性や関連文献とのかかわりな

どについて討議し、学生は今後の研究への取り組みについて助言や指導を受ける。 

  その後、学生は「藤女子大学大学院人間生活学研究科修士論文規程」に基づき、学

位論文を完成・提出し、修士論文発表会を経て学位論文の審査及び最終試験を受ける。 

 
 
Ⅳ 修士論文について 
 
 １．藤女子大学大学院人間生活学研究科修士論文規程 
 

 (指導教員) 

第１条 修士論文（以下「論文」という。）の作成指導を行うために、指導教員を定め

る。 

 ２ 指導教員は、藤女子大学大学院人間生活学研究科（以下「研究科」という。）にお

いて特別研究を担当する教員１名とする。 

 ３ やむを得ない事由がある場合には、指導教員が代わることがある。 

 ４ 指導教員の指導を補佐するため、副指導教員を置くことができる。 

 

（題目の届出） 

第２条 論文を提出しようとする者は、あらかじめ指導教員の指導を受け、修了年度の

前期授業終了日までに、修士論文題目届（様式１）を研究科長に提出するものとする。 

２ やむを得ない事情により題目を変更する者は、指導教員の承認を受け、修士論文題

目変更届（様式２）を研究科長に提出するものとする。 

（審査の願い出） 

第３条 論文の審査を願い出る者は、次の書類を研究科長に提出するものとする。 

 (1) 修士論文審査願（様式３）  １部 

 (2) 修士論文          正１部  副２部 

 (3) 略歴書（様式４）             １部 

（願い出の期限） 

第４条 論文の審査の願い出の期限は、修了年度の２月９日正午までとする。ただし、

２月９日が休日の場合は２月１０日正午までとする。 

（審査の付託） 

第５条 研究科長は論文を受理したとき、審査委員会に論文審査及び最終試験を付託 

する。 

２ 審査委員会に関する規程は、別に定める。 

（研究科委員会の審議） 

第６条 研究科委員会は、審査委員会の報告に基づいて合否の判定を行うものとする。 

（再審査） 

第７条 論文の審査に不合格になった者には、後日、再提出を求め再審査をすることが

ある。 

（保管） 

第８条 論文は、本学図書館に保管する。 

 

附 則 

１ この規程は、２００３年４月２３日から施行する。 

２ ２００２年４月１日制定の藤女子大学人間生活学研究科修士論文規程は、廃止する。 

  附 則   

この規程は、２００３年１２月１０日から施行する。 

  附 則   

この規程は、２００４年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規程は、２００７年７月２６日から施行する。 

  附 則 

この規程は、２０１４年４月１日から施行し、２０１５年度修了予定者から適用する。 

 

<注意> 修士論文の各届出用紙は、提出の際にはＡ４サイズの様式を使用すること。 
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